
 

 

 

野田には古くから農作を願う雨乞いと、厄病除けとして津久舞の行事が受け継がれていて、津久の重次郎(津久柱に登

って舞う人)の扮する装束が雨蛙です。これをみこしとし製作したのが昭和７年のことでした。この年は大日照りで七

夕(８月７日)に雨蛙みこしを担いで雨乞いをしたところ、実際に大雨がふりだして霊験あらたかなことと喝采を浴びました。しかしコンクリート製で重すぎた

事もあってお蔵入りとなり、現在のは二代目で昭和４９年に作られたものです。 

 

昭和８年に製作された仲町黒獅子は、平成１４年まで野田三ヶ町夏祭りに迎え獅子として活躍してきましたが、老朽化

で修復が不可能となり平成１５年上町の野口美樹氏により新獅子みこし完成となりました。新仲町黒獅子みこしは、高

さ２.１６ｍ、巾２．１ｍ、重さは３３０kgあり、黒色を基調に金色、赤色とバランスよく配色し、その姿は大きく迫力があり。これからの仲町区として大切

な宝物です。 

 

金色に輝く大きい獅子は、昭和１０年に製作されました。目玉や鼻の大切な箇所は細密に彫刻され、つむじや耳の回り

には芯をいれて固めてあります。また、獅子の毛はマニラ麻を丁寧に櫛でよくといて、膠で元を固めて植え込んでいま

す。高さは２.５ｍ、耳から耳までは２.７ｍあり、重さは３３０kg あります。この下町獅子は、上町の雨蛙と仲町の黒獅子とともに野田の名物となり、下町

にとってもかけがえのない宝物です。平成２２年、平成の大補修ともいえる改修を行い、今まで以上に素敵な金獅子をお見せします。 

 

このみこしは、大正１４年野田市山崎の宮大工佐藤里次則壮氏の手により誕生しました。総欅作りの白木みこしで彫り

の彫物は、東京柴又の帝釈天の彫物を手掛けた石川信光氏の作。台座は１１．６ｍ（３尺８寸）、高さ孔雀まで２．３

ｍ（７尺６寸）、重さは不明、担ぎ棒の長さは１２ｍ。関東のみこし、ここに有り。夏の夜ゆったりと左右に揺れる様は重量感に満ちています。 

 

大正１０年に東京下谷稲荷町で製作された太子堂大杉みこしは、昭和１５年まで祭礼の時に渡御していましたが、１６

年から中断していました。昭和５２年に岩崎寅三氏により修理を行い、みこしを復活しました。平成３年９月のみこし

パレードの参加を契機に、平成４年７月に本格的な修理をして今日に至っております。高さは１.５ｍ(鳳凰部分０.５５ｍ)で重さは不明です。 

 

担ぎ手、周囲のギャラリーの動員数ナンバーワンのきれいなみこしです。特に夜、提灯に火を灯してからの美しさは…。

是非、ご覧になってください。現在のみこしは、昭和３２年に市川市行徳のみこし師・後藤直光氏により製作されたも

ので、中根大杉みこしと血縁関係にあたるかもしれません？比べてみてください。みこしの大きさは？重さは不明ですが、台座から鳳凰までの高さが２．３ｍ、

担ぎ棒の長さは１１．２ｍです。 

 

清水の大杉みこしは、昭和５８年７月に長野県小諸市の神輿師・土屋克身氏により製作された二代目の神輿（台座３尺）

です。 

 

昭和５６年に四国・徳島で制作され、金色に輝き豪華絢爛の美しさを誇っていた七光台大杉みこしは、平成１９年の野

田みこしパレードをもって引退しました。二代目の「七光台大杉みこし」は、平成２０年に野田市岩名のみこし師・須

田光男氏の手で製作され、高さ１．９３ｍ、幅は１．１５ｍ、重さは４００㎏です。引き続き文化の継承と交流のシンボルの一翼を担っていきます。 

 

中根の大杉みこしは、昭和３年７月に市川市行徳関ヶ島のみこし師後藤正光氏の手によって製作されたものです。みこ

しは低部から鳳凰までの高さが１．４ｍ、巾１．１ｍ、本体の重さ２８０kg、台６０kg、担ぎ棒の長さ１１．５ｍ、重

さ１２０kgで総重量４６０kgであります。 

 

明治３８年の前みこし新築から１００年目、渡御が復活してから２５年目となる平成１７年に新築された中里天王様み

こしは欅材糸柾目の白木造り、屋根は軒唐破風の漆黒磨き塗り、天に鳳凰を頂く勇壮にて精繊極まるものとなりました。

大きな時代の節目となった平成１７年その大業は石に刻み後世に永く残されることと成ります。みこしの大きさは鳳凰までの高さ１．５５ｍ、巾１．５ｍです。 

 

堤台の大杉みこしの御祭神は、大杉神社の総本宮である茨城県稲敷市阿波の大杉神社で、当氏子中では、２８０年前か

ら代参を行っていたという記録があり、昔から大変信仰の厚い神社で、平成２２年の１０月に平成２５年の伊勢神宮式

年遷宮を記念し、前橋市のみこし師、小野勝氏により制作され、台輪が２．５尺（７６ｃｍ）、大鳥迄の高さが１．８ｍ、蕨手までの屋根幅が１．１ｍです。 

 

 

 

 

上町区の子供みこしで、昭和３年に製作されたものです。高さは１.４７ｍ、巾は１.３ｍ、重さは約１８０kgです。

平成１１年７月に完全修復し、現在に至っております。 

 

昭和初期に上手囃子保存会が結成されました。以来その保存継承に毎月２回の練習に励んでいます。中野台大杉神

社の祭礼には、必ずこのお囃子が演奏され、みこしを先導しています。平成初期から屋台を導入しおかめ・ひょっ

とこの「もどき」も加わって、上手囃子保存会の内容が大いに充実しました。大晦日には鹿島神社の神楽殿でお囃子を演奏し、新年初詣者をお迎えし喜ばれて

います。 

 

川間は中里の宿で生まれ育って早６０年になります。当会は平成１７年より新神輿と共にみこしパレードに参加さ

せていただいています。夏祭りには、祭り囃子（投げ合い）の囃子でみこしの担ぎ衆に威勢を付け、パレードを盛

り上げます。休憩時間には、めでたい場所には欠かせない「寿獅子」を演じます。始めに獅子が登場しまして、パレード中、怪我の無い様に悪霊を払い清めま

す。次に、大黒様が商売繁盛、子孫繁栄などの福をパレード参加者の方々に授かります様、口上を謡い、打出のこずちを打ちながら舞います。最後にひょっと

こ踊りで観衆を情緒豊かな雰囲気にさせます。微力ですが、会員一同、日頃の稽古の成果を披露させていただきます。 

 

明治のはじめ頃に埼玉県の柿ノ木や荻島、また東京などから江戸囃子が伝わり、当時鶴嶋（つるじま）といわれた

この地区に伝えられ、祭り囃子として現在伝承されています。五穀豊穣を願った祭りでありましたが、それを支え

た囃子、御輿の文化は、今私たち郷土の貴重な文化となっています。毎年行われる夏祭りには、御輿の渡御とともに、お囃子、ひょっとこ踊りなどが、賑やか

に奏じられます。また地区に在所する福祉施設の盆踊りや慰問などにこの芸能を披露し、お年寄りの方々には大変喜ばれています。この伝統ある芸能をいつま

でも伝えていこうと、後継者の育成をしながら、たゆまぬ稽古を続けています。 

 

野田市の民族芸能として約２００年の伝統を持つ「津久舞」と共に演じられる「津久囃子」をルーツに、１９９４

年９月に創作太鼓のグループとして「響」が結成されました。欅のホール開館記念公演出演、日本太鼓フェスティ

バル出演、琴平神社式年大祭出演等、様々なイベントにも参加しています。 

 

 

 

ご協賛・ご協力ありがとうございました。 

野田みこしパレード実行委員会一同 

 

 

 

キ ッ コ ー マ ン ㈱、利根コカ・コーラボトリング㈱、㈱ 千 秋 社、キ ノ エ ネ 醤 油 ㈱、野 田 市 金 融 団、敷島製パン㈱パスコ利根工場、 

中 里 工 業 団 地 会、野田工業団地協同組合、野田市南部工場連絡協議会、野田市北部企業連絡協議会、野田市鉄工業協同組合、野田市商業協同組合、 

茂 木 本 家、㈱ タ カ ラ、㈱ 茂 木 佐、柏 屋 商 事 ㈱、山 本 建 設 工 業 ㈱、㈱ マ ミ ー 美 容 室、 

人 形 の 織 原、鈴 木 將 之、坂 倉 鋭 一、荒 巻 眞 一、㈲ 伊 勢 屋 菓 子 店、万  ㈱ 中 村 商 店、 

古 奈 金、㈱ 旭 屋 呉 服 店、㈱ 蒲 鉾 の 八 木 橋、㈲ 杉 崎 石 材 店、イタリアレストラン コメ・スタ、ご ん 兵 衛、 

㈱ 上 原、㈱ 澁 屋 塗 装 工 業、マ ル コ 商 会、中 村 テ ン ト ㈲、㈱ 千 代 倉、ファミリーマート野田うらら仲町店、 

栗林徹税理士事務所、ヤマハ音楽センター㈱佐藤商会、㈲ 田 辺 電 機 店、たかのチェーン野田店、読売センター野田中央、家 具 の コ モ リ ヤ、 

鈴 木 畳 店、あ た ご 上 原 人 形、イ オ ン ノ ア 店、グリーン警備保障㈱、ドコモショップ野田店、コビープリスクール、 

㈱ユー・エス・エス東京、㈱ 日 本 一、野 崎 印 刷 ㈱、㈱エフ・エス・エル、総合備品レンタルセンターＳＯＢI、＠ メ ー ル、 

野田市商店街連合会、有 吉 町 会、下町サービス店会、野 田 市 本 町 会、愛 宕 町 会、愛 宕 中 央 会、 

清 水 春 光 会、幸 会、音 女 通 り 商 店 会、け や き 夢 ロ ー ド、野 田 一 番 街、琴 平 会、 

白 木 会、野田観光土産名店会、大 川 屋、金 杉 屋、漬 物 坂 倉、平 井 屋、 

福 田 屋、藤 井 本 店、丸 嶋 屋、米 澤 屋、東 武 鉄 道 ㈱、茨城急行自動車㈱ 

                                                                      （順不同・敬称略） 

 

 



第２３回野田みこしパレード全体スケジュール  ■ □ ■ 

時  間 会  場  全  体 

１５時００分～ 交通規制開始 

１５時３０分～１６時３０分 子どもみこしパレード 

１６時３０分～１７時２０分 オープニングセレモニー（本部前） 津久太鼓「響」演奏 

１７時２０分～２１時３０分 大人みこしパレード 

２２時００分～ 交通規制解除 

 

大 人 み こ し パ レ ー ド 【 コ ー ス 順 路 】 ■ □ ■ 

◎Ａコース（上 町・七光台・中 里・女 組） 

第１回パレード １７：２０～  けやき夢ロード→中央小交差点→本町通り→千葉興銀→旧ＮＴＴ→旧共楽館通り 

第２回パレード １８：１５～  旧共楽館通り→欅のホール→けやき夢ロード→中央小交差点→本町通り→上町交差点 

第３回パレード １９：１０～  上町交差点入替→本町通り→下町交差点手前 

 第４回パレード ２０：０５～  下町交差点手前→下町交差点入替→本町通り→本部前 

 第５回パレード ２１：００～  本部前→みこし同士のすれ違い→解体場所へ 

 

◎Ｂコース（仲 町・中野台・清 水・堤 台） 

 第１回パレード １７：２０～  けやき夢ロード→中央小交差点→本町通り→上町交差点 

 第２回パレード １８：１５～  上町交差点入替→本町通り→下町交差点 

第３回パレード １９：１０～  下町交差点入替→本町通り→千葉興銀→旧ＮＴＴ→旧共楽館通り 

第４回パレード ２０：０５～  仲町・堤台…旧共楽館通り→欅のホール→けやき夢ロード→中央小交差点→本町通り→本部前 

あ                 中野台・清水…旧共楽館通り→旧ＮＴＴ→千葉興銀→本町通り→本部前 

 第５回パレード  ２１：００～    本部前→みこし同士のすれ違い→解体場所へ 

 

◎Ｃコース（下 町・上花輪・太子堂・中 根） 

第１回パレード １７：２０～    けやき夢ロード→中央小交差点→本町通り→下町交差点 

第２回パレード １８：１５～    下町交差点入替→本町通り→千葉興銀→旧ＮＴＴ→旧共楽館通り 

第３回パレード １９：１０～    旧共楽館通り→欅のホール→けやき夢ロード→中央小交差点→本町通り→上町交差点 

第４回パレード ２０：０５～    上町交差点入替→本町通り→本部前 

第５回パレード ２１：００～    本部前→みこし同士のすれ違い→解体場所へ 

 

他 イ ベ ン ト ■ □ ■ 

◎子どもみこしパレード  

未来の「野田みこしパレード」の主役達、市内小学生約５５０名により子どもみこしが元気良くパレードを行います。 

時間とコース  １５：３０ ～ 小学生１～２年生  千葉銀行前 → 下町交差点 → 千葉銀行前 

１６：００ ～ 小学生３～６年生  千葉銀行前 → 上町交差点 → 千葉銀行前 

 ※子どもみこしパレードへの参加は事前申込みされた方のみです。 

 

◎お囃子・太鼓の演奏 

 会場内では４団体によりお囃子と太鼓の演奏が随時行われております。 

 ①上手囃子保存会 ： けやき夢ロード   ②中里喜楽会 ： 千葉興業銀行駐車場  ③鶴嶋はやし会 ： 家具のコモリヤ駐車場 

 ④津久太鼓「響」 ： キッコーマン本社前広場 

 

◎お客様のご休憩所（キッコーマン本社前広場） 

キッコーマン本社前では、お食事・お飲み物の販売及びお客様のご休憩所として椅子・テーブルを設置しております。 

 また、同会場内では「やんわりまえだ君携帯ストラップ（１個＝５００円［税込］）」も販売しておりますので、是非お買い求め

ください。 ※やんわりまえだ君携帯ストラップは売上の一部を東日本大震災義援金として日本赤十字社を通して寄付いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《臨時駐車場》①中央小学校裏校庭、②創価学会野田文化会館駐車場 ※②の利用時間は２１時４５分までとなります。 

《臨時駐輪場》①中央小学校裏校庭、②欅のホール、③キッコーマン本社駐輪場、④大川や隣臨時駐輪場をご利用ください。 

《ト イ レ》実行委員会では①キッコーマン上町月極駐車場、②千葉銀行駐車場、③千葉興業銀行駐車場、④コナカ野田店に仮設トイ 

レを設置しております。その他、会場内に常設の実行委員会本部、欅のホール、愛宕神社公共トイレをご利用ください。 

  飲んだら乗るな！ ＳＴＯＰ！ 飲酒運転！ 


